
大
会
は
藤
野
執
行
副
委
員
長
の

司
会
で
開
会
し
、
代
議
員
22
名
中

21
名
の
出
席
、
執
行
部
12
名
中
11

名
の
出
席
で
大
会
が
成
立
し
た
こ

と
を
確
認
し
、
議
長
団
は
、
議
長

に
脇
田
代
議
員
（
近
畿
）
、
副
議

長
に
北
村
代
議
員
（
米
子
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

植
田
執
行
委
員
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
来
賓
あ
い
さ
つ
を
行
な
い
ま

し
た
。
国
労
本
部
か
ら
は
、
木
村

執
行
副
委
員
長

と
宮
﨑
執
行
委

員
が
出
席
し

木
村
執
行
副
委

員
長
が
全
国
大

会
の
報
告
や
情

勢
等
を
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

経
過
報
告
、
協
約
・
協
定
の
締

結
、
二
〇
二
四
年
度
運
動
方
針

（
案
）
を
提
案
し
、
13
名
の
代
議

員
（
特
別
代
議
員
含
む
）
か
ら
発

言
が
あ
り
、
答
弁
・
集
約
後
、
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
組
織
検
討
委
員

会
報
告
、
大
和
執
行
副
委
員
長
か

ら
決
算
・
予
算
の
提
案
が
あ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
権

確
立
の
投
票
で
は
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
波
見
執
行
委
員

が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
植
田
執

行
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

終
了
し
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
か
ら
７
ヵ
月

が
経
過
し
た
が
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
生
活
に
は
ま
だ
至
っ
て

い
な
い
。
１
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
願
う
と
共
に
、
宮
崎
、

神
奈
川
で
の
地
震
に
よ
り
不
安

な
日
々
を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
る
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
か
ら
２
年
半
、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
紛
争
状
態

が
続
く
な
ど
、
何
の
罪
も
な
い

人
々
や
子
ど
も
た
ち
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
て
い
る
。
世
界
で
起

こ
っ
て
い
る
全
て
の
戦
争
の
即

時
停
戦
、
平
和
的
解
決
を
望
む

も
の
で
あ
る
。

◎
組
織
拡
大
・
強
化
に
つ
い
て

今
日
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

経
験
、
総
括
し
た
教
訓
や
課
題

を
全
組
合
員
が
生
か
し
『
組
織

拡
大
を
必
ず
各
地
方
本
部
１
名

以
上
を
や
り
き
ろ
う
！
』
と
全

力
を
挙
げ
「
組
織
拡
大
・
強
化
」

「
組
織
対
策
会
議
」
の
設
置
、

各
地
方
の
取
り
組
み
の
報
告
と

情
報
共
有
を
全
体
で
再
確
認
し
、

拡
大
・
強
化
の
意
志
統
一
を
図
っ

て
き
た
。
１
年
間
で
２
名
の
拡

大
を
勝
ち
取
り
、
国
労
本
部
か

ら
出
さ
れ
た
５
年
ビ
ジ
ョ
ン
の

５
年
間
で
17
名
の
拡
大
を
勝
ち

取
っ
た
。
組
合
員
の
日
頃
か
ら

の
活
動
が
結
び
つ
い
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
組
織
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
今
い

る
組
合
員
が
結
集
し
奮
闘
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
職

場
を
基
礎
に
国
労
の
運
動
す
る

姿
が
拡
大
へ
の
大
き
な
条
件
で

あ
り
『
国
労
の
運
動
を
見
せ
る
・

知
っ
て
も
ら
う
』
た
め
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
と
本
部
が
組
織

拡
大
の
ツ
ー
ル
の
１
つ
と
し
て

進
め
て
い
る
「
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
」

を
各
地
方
本
部
の
協
力
の
下
、

活
用
・
充
実
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
次
世
代
に
国
労

運
動
の
継
承
と
運
動
、
組
織
の

前
進
に
全
力
を
上
げ
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

◎
賃
上
げ
、
労
働
条
件
の
改
善
、

安
全
輸
送
、
公
共
交
通
を
守
る

Ｊ
Ｒ
各
社
で
は
様
々
な
制
限

が
解
除
さ
れ
利
用
率
も
回
復
傾

向
を
示
し
て
い
る
。
各
社
の
23

年
度
の
決
算
は
黒
字
計
上
と
赤

字
幅
を
圧
縮
し
て
お
り
、
こ
の

こ
と
は
全
て
の
労
働
者
の
努
力

と
賃
金
抑
制
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
公
共
交
通
の
安
全
確
保
に

向
け
て
日
々
の
業
務
に
専
念
し

て
い
る
全
て
の
労
働
者
が
安
全
・

安
心
と
健
康
な
生
活
、
雇
用
、

賃
金
な
ど
生
活
不
安
・
労
働
不

安
の
解
消
に
向
け
、
労
働
条
件

改
善
と
福
利
厚
生
の
充
実
・
向

上
が
更
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

24
春
闘
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
に

お
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
、

物
価
高
騰
に
よ
り
暮
ら
し
生
活

は
困
窮
し
、
大
幅
賃
上
げ
・
全

体
の
底
上
げ
と
軍
拡
・
増
税
で

は
な
く
、
社
会
保
障
の
充
実
を

求
め
る
も
と
で
闘
わ
れ
た
。
職

場
か
ら
の
闘
い
を
強
化
し
地
域

と
連
帯
し
、
各
地
方
本
部
の
闘

い
に
よ
り
「
有
額
回
答
」
を
引

き
出
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に
お

い
て
も
同
様
の
回
答
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
各

地
方
の
取
り
組
み
と
全
組
合
員

に
感
謝
を
申
し
上
げ
「
闘
わ
な

け
れ
ば
変
わ
ら
な
い
、
要
求
も

前
進
し
な
い
」
こ
と
を
合
言
葉

に
、
25
春
闘
へ
と
生
か
し
て
い

く
決
意
で
あ
る
。

西
日
本
会
社
の
第
１
四
半
期

決
算
は
４
期
連
続
の
増
収
・
増

益
で
あ
っ
た
。
社
員
の
生
活
を

守
る
た
め
、
溜
め
込
ん
で
き
た

内
部
留
保
の
一
部
を
取
り
崩
し
、

活
用
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る

と
同
時
に
、
当
面
す
る
闘
い
と

貨
物
会
社
の
24
年
年
末
手
当
国

（1） ２０２４年 ８ 月１９日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町2-2 国労大阪会館内 06－6358－1190 JR071-4548 NO.３６４

国労西日本本部

発行責任者 植田 重信

編集責任者 大北 真也

国労西日本ＨＰ

国
労
西
日
本
本
部
は
８
月
10
日
、
国
労
大
阪
会
館
に
お
い
て
第
38

回
定
期
西
日
本
本
部
大
会
を
開
催
し
、
こ
の
一
年
間
の
闘
い
の
総
括

を
行
な
い
、
安
全
・
安
心
輸
送
の
確
立
、
労
働
条
件
の
改
善
、
組
織

拡
大
・
強
化
、
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
反
対
、
25
春
闘
等
の
諸
課
題
に
つ

い
て
向
こ
う
一
年
間
の
闘
う
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。

第38回定期西日本本部大会を開催
運動を次世代に引き継げる年に
全組合員で奮闘しよう！

仲
間
と
の
繋
が
り
を
強
化
し

組
織
拡
大
を
訴
え
て
い
こ
う
！

脇田代議員 北村代議員

次
ペ
ー
ジ
へ



役 職 氏 名 任 務 分 担

執 行 委 員 ⾧ 植 田 重 信 総括、総務、法対

執行副委員⾧ 藤 野 能 章 業務総括

執行副委員⾧ 大 和 忠 昭 財政部⾧、貨物担当部⾧

書 記 ⾧ 大 北 真 也
企画部⾧、共闘部⾧

教宣部⾧、家族会、共済担当

執 行 委 員 倉 下 文 明 業務、中国統括本部担当

執 行 委 員 中 本 博 次 調査・福祉対策部⾧

執 行 委 員 伊 野 活 行 組織部⾧、賃金対策部⾧

執 行 委 員 河 野 宏 幸 業務部⾧

執 行 委 員 波 見 健 一 業務、組織

執 行 委 員 谷 澤 由 紀 恵 青年・女性対策部⾧、組織

会 計 監 査 員 岡 出 智 浩

会 計 監 査 員 石 割 嘉 夫

書 記 上 嶋 聡

２０２４年度 執行部任務分担

日
本
共
産
党

清
水
前
衆
議
院
議
員

社
会
民
主
党
大
阪
府
連
合

長
崎
代
表

大
阪
労
連

菅
議
長

こ
く
み
ん
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
共
済

田
口
課
長

国
労
本
部

木
村
執
行
副
委
員
長

国
労
本
部

宮
﨑
執
行
委
員

（２） ２０２４年 ８ 月１９ 日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町2-2 国労大阪会館内 06－6358－1190 JR071-4548 NO.３６４

労
要
求
の
満
額
回
答
を
め
ざ
し
、
客

貨
一
体
の
取
り
組
み
を
全
力
で
闘
い
、

25
春
闘
に
向
け
て
生
活
実
態
・
賃
金

ア
ン
ケ
ー
ト
で
出
さ
れ
る
回
答
を
ベ
ー

ス
に
生
計
費
原
則
で
の
要
求
討
議
と

要
求
確
立
で
、
全
国
統
一
闘
争
を
展

開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

福
知
山
線
脱
線
事
故
か
ら
19
年
、

伯
備
線
触
車
事
故
か
ら
18
年
が
経
過

す
る
中
で
「
安
全
考
動
計
画
２
０
２

７
」
の
初
年
度
に
北
陸
線
で
の
感
電

事
故
、
山
陽
線
に
お
け
る
触
車
事
故

に
よ
り
、
２
名
の
仲
間
の
尊
い
命
を

失
う
事
象
が
発
生
し
た
。
私
た
ち
は

「
二
度
と
家
族
や
仲
間
を
悲
し
ま
せ

る
事
故
を
発
生
さ
せ
な
い
」
決
意
を

１
つ
に
『
安
全
』
へ
の
歩
み
を
し
っ

か
り
と
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
月
に
大
規
模
な
輸
送
障
害
が
連

続
し
て
発
生
し
利
用
者
に
多
大
な
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
事
象
が
あ
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
会
社
が
進
め
て
き
た
業
務
の
委

託
化
、
外
注
化
、
効
率
化
、
シ
ス
テ

ム
化
等
に
よ
る
要
員
削
減
、
過
酷
な

勤
務
実
態
や
技
術
継
承
の
欠
落
な
ど

し
っ
か
と
検
証
し
、
安
全
に
必
要
な

要
員
の
確
保
と
抜
本
的
な
改
善
を
求

め
運
動
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
安
全
・
安
心
の
鉄
道
輸
送
の
確

保
、
労
働
条
件
の
改
善
と
健
康
で
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く

り
を
は
じ
め
闘
い
を
進
め
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
会
社
が
発
足
し
37
年
、
分
割
・

民
営
化
で
引
き
継
い
だ
Ｊ
Ｒ
が
そ
の

使
命
や
役
割
、
極
め
て
重
要
な
社
会

イ
ン
フ
ラ
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
変

わ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

「
今
一
度
、
公
共
交
通
と
は
何
な
の

か
」
と
い
う
こ
と
を
視
点
と
し
て
運

動
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再

生
法
」
が
施
行
さ
れ
、
芸
備
線
に
つ

い
て
関
係
す
る
岡
山
県
・
広
島
県
を

は
じ
め
４
市
の
初
会
合
が
３
月
に
行

な
わ
れ
「
回
復
傾
向
に
あ
り
内
部
補

助
で
出
来
な
い
の
か
」
等
の
意
見
が

自
治
体
か
ら
出
さ
れ
、
現
在
２
回
の

幹
事
会
で
デ
ー
タ
の
収
集
・
実
証
事

業
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。
「
廃

止
あ
り
き
で
は
な
く
、
付
帯
決
議
を

遵
守
・
責
任
を
持
ち
、
関
係
地
方
自

治
体
を
は
じ
め
地
域
住
民
・
利
用
者

の
意
見
・
声
を
十
分
聞
き
入
れ
ら
れ
、

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
地
方
・

地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
、
日

本
全
体
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
、
生
活
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
物
流
シ
ス
テ
ム
の
観
点

か
ら
国
民
が
安
心
・
安
全
に
社
会
生

活
が
営
め
る
よ
う
に
国
の
役
割
を
果

た
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
共

交
通
機
関
と
し
て
の
役
割
と
鉄
道
の

安
全
を
守
る
た
め
、
労
働
組
合
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
あ
る
。

地
域
住
民
の
移
動
す
る
権
利
と
安
全
・

安
心
の
公
共
交
通
の
確
保
に
向
け
て
、

中
央
本
部
・
地
方
本
部
と
連
携
し
て

引
き
続
き
運
動
を
強
化
し
て
い
く
。

◎
平
和
を
守
る
、
立
憲
主
義
を
守
る

岸
田
政
権
の
「
新
し
い
資
本
主
義
」

「
新
自
由
主
義
経
済
」
に
よ
り
国
民

生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
に
反
省
を
し
て
い
な
い
。
社

会
保
障
制
度
を
は
じ
め
医
療
体
制
の

充
実
と
拡
充
、
真
の
経
済
対
策
、
外

交
・
安
全
保
障
、
「
政
治
と
カ
ネ
」

の
問
題
、
災
害
に
強
い
基
盤
づ
く
り

な
ど
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
の
再
建
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
憲

法
破
壊
と
国
民
生
活
無
視
の
悪
政
を

続
け
る
岸
田
自
公
政
権
と
改
憲
勢
力

に
対
峙
し
、
日
本
と
世
界
の
恒
久
平

和
を
実
現
す
る
た
め
に
、
大
軍
拡
と

改
憲
を
許
さ
な
い
国
民
的
運
動
を
ひ

ろ
げ
岸
田
政
権
が
急
加
速
す
る
『
戦

争
す
る
国
づ
く
り
』
や
改
憲
実
行
発

言
の
暴
走
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
、
自

民
党
政
治
に
NO
を
突
き
つ
け
、
立
憲

主
義
、
平
和
的
生
存
権
を
守
り
、
真

の
野
党
共
闘
の
推
進
が
大
変
重
要
な

時
で
あ
る
。

大
会
の
成
功
と
全
組
合
員
の
総
決

起
を
訴
え
る
と
同
時
に
全
て
の
闘
い

に
全
力
を
あ
げ
る
決
意
を
申
し
上
げ

て
西
日
本
本
部
執
行
委
員
会
を
代
表

し
て
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。
共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

前
ペ
ー
ジ
よ
り

来賓挨拶
ありがとうございました！

大
会
で
説
明
す
る

野
々
口
氏


